
株式会社北村スカーフ（秋田県秋田市）

自分と同世代を対象に
閃きとこだわりで開業
パティスリー パルテール（株式会社ジェーユー）

〒018-1504
秋田県潟上市飯田川飯塚字家ノ越47-3
Tel.018-893-5085 Fax.018-893-5085
http://patisserie-parterre.jp/
Open/10:00～18：00　
Lunch Time/11:00～14：00　火曜定休

わずか半年の準備期間で繁盛店に
　潟上市飯田川の小玉醸造隣接地に
あるスイーツとランチの店「パティ
スリー パルテール」は、平成23年5
月のオープン。繁華街や大通りに面
しているわけでもなく、必ずしも飲
食店向きの立地とは言いがたい。に
もかかわらず、今ではランチタイム
に順番待ちが出るほどの繁盛店に
なっている。
　果物をふんだんに使ったタルト
ケーキと地元の食材を積極的に用
いた健康志向のランチメニューが
自慢の店だ。
　社長の齊藤順子さんは、ご主人の
経営する電気機器会社を長年手
伝ってきて経営に関する心得は少
しはあったものの、飲食事業はまっ
たく未知の分野。
　「普通はこういう店を開くのには
２年くらいの準備期間を設けるそ
うなのですが、私は何も知らない強

みで、思い立ってから半年足らずで
開業してしまいました」（齊藤社長）

中高年がターゲットの店づくり
　店に隣接する小玉醸造には、地元
出身の水中写真家・中村征夫氏の作
品を展示するギャラリー「ブルー
ホール」がある。来場者の多い人気の
ギャラリーだが、これまで周辺には
飲食できる店や休める場所がな
かった。そういう話が耳に入ってき
たことが、齊藤社長がこの店を始め
るきっかけになった。また、齊藤社長
自身が休みの日にご主人と道の駅
巡りなどをしていて顔なじみと
なった同世代の人たちと話をして
いるうち、中高年世代が外でゆっく
りできる場所が意外に少ないこと
も感じ始めていた。そこで、新しくつ
くる店は空間もメニューも中高年
をターゲットにしたものにしよう
と決めた。

反対されても最後は勘を頼りに
　「飲食ビジネスの専門家の派遣を
受けて料理の基礎やアレンジの仕
方のアドバイスを受けました。その
上で、地場の食材を積極的に使うと
か、冷食は一切使用せず、例えばブイ
ヨンも自家製にするとか、自分なり
にあえてこだわったところもあり
ます」（齊藤社長）
　今の店舗の立地も、10人に相談す

飲食店の事業は未知の分野で、気に入った店舗候補地も周囲から
反対されるなど逆風の中での開業だったが、ふたを開けてみると
予想以上の繁盛店に。自分と同世代の中高年向けの店にしようと
したとき、業界の既出データやセオリーよりも、最後にものを言っ
たのは自分自身の勘だった。

センター事業活用事例
平成23年度専門家派遣事業

ショーケースに並ぶ彩り鮮やかなタルトはまさにパル
テール（“花咲き誇る庭園”の意）。

倉庫に使われていた建物の梁などを生かしながらお
しゃれな空間に生まれ変わった店内。（写真上）
データやセオリーよりも自分の勘を信じて開業に踏み
切ったという齊藤順子社長（写真下）

ると10人ともに反対された。それで
も最後は、自分の勘に突き動かされ
るようにしてこの場所に決めたと
いう。
　今は秋田県のアンテナショップ
などで販売できるような日持ちの
する焼き菓子などを開発中だ。満足
できる商品は出来上がったので、こ
れからパッケージや包装方法など
を改めて専門家からアドバイスを
受けて戦略的に売り出していきた
いと考えている。

パティスリー パルテール（株式会社 ジェーユー）

今までなかったものが
秋田でつくられている
株式会社 アスター

先進技術に意欲的に取り組む社風
　横手市平鹿町の株式会社アス
ターは、高い製造技術を強みにして
多くの大手メーカーの家電製品や
オーディオ製品の部品製造を手掛
けてきた会社だ。長年工場長を務め
てきた現在の本郷武延社長が、創業
者から会社を引き継ぐ形で一昨年
社長に就任している。
　アスターはいわゆる下請け型の
製造会社であったが、同時に、新しい
製造技術の開拓に果敢に取り組む
社風も持っていた。日本で青色発光
ダイオードが発明されて間もない
時期に、これを使って世界で初めて
ブルーレーザー（ブルーレイ）のピッ
クアップを商品化して世に出した
のはアスターだった。未知の領域の
製品を出現させるのは至難の業で
あるが、それを可能にしたのがこの

会社の高い技術力だったと言って
いいだろう。

LEDの有用性に早くから着目
　昨年の東日本大震災の際には、長
く停電が続く現地の様子をテレビで
見て、大急ぎでLEDの卓上ランプを
200個製作し、横手市役所を通して
釡石市に無償で提供した。十分な光
量があって消費電力が少なく、電池
２個で200時間は明るさが持続する
というLED照明の特性を生かした被
災地支援だった。のちにこのランプ
は「スプーンライト」という商品名で
東京の東急ハンズなどでも売られる
ようになり、１年足らずで１万個以
上を売り上げた。
　蛍光管型のLED照明も製造販売し
ている。ひとくちにLEDと言っても
粗悪品も多いそうなのだが、アス
ターでは早期にLEDに着目していた
製造技術を生かし、高い品質にこだ
わり、かつ４年の保証をつけて販売
している。地域の雇用を守るために
はとにかく多く売らなければいけな
いということで、薄利多売の考えで
国内製品としては格段の低価格に設
定している。

独創技術がものづくりに変革を
　“カシメ”による接合技術もアス
ターの独壇場だ。溶接しないで十分
な強度で部品同士を接合する工法

地方によくある下請け型の製造会社でありながら、高い製造技
術で大手企業からの信頼も厚く、また、進取の気性にも富んでい
て特許を取得した自社開発技術も少なくない。みずからも技術
者である代表者が、地域の雇用を守り人材を育成しながら、次々
に新しい技術を生み出していく。

センター事業活用事例
ものづくりパワーアップ事業

スプーンライトは東急ハンズなどでもコンスタ
ントに売れているため生産も追われている

溶接をしないカシメによる接合は同社の独壇場の接合
技術。大手自動車メーカーの部品製造に採用が予定され
ている（写真上）
みずからも技術者として、会社経営と技術開発に意欲的
に取り組む本郷武延社長（写真下）

季節感にこだわったタルトは午後には売り切れるものも多い

東日本大震災の停電が開発のきっかけになったスプーンライト。
非常時に重宝するスプーンライトだが、

日常的に使えるようにカラーバリエーションも豊富。

は、エネルギー節減、製造設備の簡略
化、コストダウン、工程短縮などメ
リットが少なくない。
　アスターではあきた企業活性化セ
ンターの事業を利用して、大手メー
カーと仲介してもらい、この工法が
今後の生産現場で使われる話が検討
されている。
　今まで世の中になかったものが秋
田の地から次々に生み出されてい
く。なかなか夢のある話である。

〒013-0105 
秋田県横手市平鹿町浅舞字道川北18-3
Tel.0182-24-1377 Fax.0182-24-0611
http://ast-aster.com/
E-mail hongotk@ast-aster.com

株式会社 アスター
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